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白川エコロジーウォークとガーデンケア

鷲田さんと太田さんは、渉成園のツアー

で出会った加藤造園所属の庭師のお二人。

元々アートやバイオロジーがバックグラウ

ンドの一風変わった庭師で、オフィスが浄

土寺にあるということで、今回お願いする

ことになった。事前の打ち合わせの時から

かなりエキサイティングな話題が飛び交

ぃ、情報量過多めで読まねばならぬ課題図

書もある。

午前8:30に集合し、まずは浄士寺の植生

ウォークを開始。植生ウォークと言って

も、まずは大文字の山の成り立ちと士につ

いてから話を聞く。大文字は花闘岩ででき

た山で、水捌けがよく、崩れやすいので地

形が変わりやすい。なので、この辺一体は

元々田圃には向いていない土地だったとい

ぅ。ホルンフェルスという、熱による変成

（接触変成作用）によって生じる接触変成

岩の話が印象的で、それも銀閣寺の入り口

で見ることができた。

都市エコロジー観測所って？

＞都市エコロジー観測所は、市民が主体となり

都市環境を観測・可視化するDIY型の観測所で

す。

＞都市は私たちにとって身近な環境ですが、私

たちは都市での暮らしと環境や気候の関係をほ

とんど知りません。しかし、都市での生活はエ

ネルギー消費、廃棄物などを通して環境に大き

な負荷をかけています。また、都市内の植生

（緑）や河川は周囲の気温を下げたり、雨水を

吸収するなど、アスファルトに覆われた都市の

過酷な環境を和らげる働きをしています。

[>都市エコロジー観測所は、 BridgeStudioの傍
を流れる白川流域のまとまりに注目して、都市

の中での水の流れ、植生、太陽光、気候の相互

関係を可視化ることを目指しています。と同時

に、都市を都市たらしめている様々なインフラ

ストラクチャー（電力系統、物流システム、上

下水道など）の働きとその環境負荷を明らかに

もLていきます。
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白川沿いに北上し、哲学の道沿いに歩き、

荒れ放題の空き家の庭を観察する。シダ植物

が発達し、昆虫や両生類が栄えた石炭紀（現

在より3億5920万年前から2億9900万年前ま

での時期）から、その後誕生した菌類、その

後登場する針葉樹、そして最後に出てく

る”一番最先端の’'草たちまでを、太田さんは

一つの庭のなかで語る。

外来種に関しては、北米由来のものが多い

そうだ。一方で、アメリカにも日本由来のタ

デ科Japaneseknotweed（イタドリ）というもの

が大繁殖しているようで、シーボルトが長期

滞在の士産としてヨーロッパに持ち帰ったの

がきっかけで、海外に渡ったという。森田先

生の友人が、 「MovingPlants」という名前で

このイタドリをテーマにしたリサーチや展覧

会などをしているそうだ。

法然院へと向かう。法然院に近づくと、一

気に湿度が増して、影ができて、ひんやりと

した涼しさが出てくる。法然院のパワーを既

にひしひしと感じながら歩く。法然院は、有

名な造園会社が入っているわけではなく、ボ

ランティアを中心に必要な時に必要に応じて

手入れをしているスタイルとのことで、無茶

苦茶手入れが行き届いているわけではないと

のこと。中に入ると、ボランティアであろう

年配の女性たちが一つ一つ手作業で苔の間の

草を抜いていた。根っこを草から抜くこと

で、地中のバクテリアのコントロールにな

る。 「庭は物語のあるフィクション」という

鷲田さんの言葉が印象的だった。

以前、海外の友達に法然院の砂の庭はなぜ

白いのかと聞かれて答えられなかったが、こ

れは例の水捌けの良い（そして崩れやすい）

花岡岩の、このエリアならではの白い土。こ

の土がなぜ白いかという説明をするには、何

億年も前の地形の話をする必要がある、とい

うのはとても面白い。もう一つ面白かったの

は、 「光が多様・複雑であればあるほど植物

や木々の種類が多くなり多様な生態系が生ま

れる」ということ。法然院にある墓地も鬱蒼

とした木々の間にある光のポケットのような

もので、山と祈りと生命のサイクルを感じる

場所だった。

帰宅し、 BridgeStudioの庭を観察する。太

田さんが、時間感覚、季節感のない真っ暗で

遠近感のない熱帯雨林の話をしていたのが印

象的だった。遠くにいる牛も虫だと思ってし

まう、遠近感のなさ。そこには、未来という

ものも存在しない。今だけがある、という感

覚。常緑樹の多いこの庭も、季節のない、

「今ここ」にあるだけの場所なんだろうか。

職人2人の手によって今まで見たことのな

い種類の光が入ってくる。この光を養分に、

これからこの庭に、また新しい植栽が生まれ

てくるんだろう。生きた庭を、これから観察

するのが楽しみだ。 （杉田真理子）

＊ ＊ ＊ 

京都、暑いとにかく暑い。仕方ないって

思っていたけど、法然院周辺へ行くと京都と

は思えないような心地よさだった。暑いのは

暑いんだけど、ここの植物のパワーが守って

くれている感じ。近所にこんなパワースポッ

トがあるなんて最高。

いつも通う道、自転車で帰り道は楽なのに

行く時に少し力が必要と感じるなと思ってい

たらそれは川のせいで2つの川が重なってい

ることでこうなってるんだそう。これからは

行きは銀閣寺側、帰りは白川通を通ろうと思

ぅ。知らなかった士地の秘密をひとつ知るこ

とで他にももっとあるんじゃないかとワクワ

クしながら歩ける。

今も木を切っているのをみながら文字を書

いているけど、職人はかっこいい。ちょっと

目を話している隙に光を作っていて、 2人と

も近くを見ているはずなのに遠くが見えてい

るのが職人だなと感じる。今住んでいる場所

は窓を開けると道路が見えているけど、庭ほ

しー！庭って自分のものの様ではないけれど

ずっと見てしまってすぐ時間がすぎる。贅

沢。僕も窓を開けて外の中の間を春夏秋冬そ

れぞれの色を楽しんでみたい。植物lつlつに

個性があってそれらがかけ合わさって庭がで

きるのが良い。食べれるとなお良い！

大学が始まって、ただ賃貸をみつけて住み

始めた「浄士寺」どんどん好きになっていっ

てまだまだ奥が深い、見つけたい

3 （山下隆斗）
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今日は浄士寺でエコロジーウォークに参加

しました。参加者12名ぐらいです。

少し遅く着いてしまいまして、 8時45分ぐ

らいですでに他の参加者がすでに集まってい

ました。森田先生と杉田さんから説明が終

わって、立命館大学の地理的な地図を見て、

疎水路と白川がクロスしていることが特徴的

だと。その後すかさずに出発しました。北東

に歩きます。

浄土寺は劇的な地形がそんなになく、銀閣

寺まではだいたいフラットと庭師が説明して

いただきました。大文字山と比叡山を含む山

脈は2億年前に形成されて、その山の間に崩

れた。

哲学平地はPhがニュートラルであって、

山の方はアルカリ性だが雨で酸化していくパ

ターンがあります。一部の説明は聞き取れな

かったが、白川の名前の由来もその鉱物の崩

壊で川が白くなってたという。

キノコネットワークで情報と栄養のやりと

りで森を形成（硬い有機物も栄養に変える）。

セルロス、リグニン（硬い物質）。他の生物は

分解できなくて、栄養にできなくて、キノコ

が大革命を起こした。様々な植物の種の名前

がでてきます。薄、紅葉、桜、結びと萩？、

いたどり、椿、メリケン雑草…

哲学の道を横断して、山に入ります。鹿の

バファーゾーンを失って、川のものはまずい

ので山でしか餌みつからず。慈照寺を通って

別の寺に行きます。

お寺で庭の手入れをしているお婆さん：雑

草は強いもん。今年多いという。気候のせい

かと聞かれたら、［どうだろう、何か飛んで

きてる］とお婆さんがお答えしました。

お寺の近辺は涼しく、より長く話を聞けま

した。山のギャップに多様性の方が多い、少

なくとも山奥よりは。適度にいい、 2時間と

か直射日光があれば、光が複雑であればある

ほど多様性が多くなる。しかしその反面人間

もそこに道作ったり、影で家とかも作ったり

しているからそれがエコロジーの問題。

4 

平安時代、（清水寺だけ例外）山の木を伐採

して、はげ山に松が生える、それも利用され

たりする。 PaulS Atkins (2013)の日本の自然

に対する態度が1500年頃に少し変わって、恐

れて［ものすこ1し］という affectが強まっていた

らしいです。明治時代、自然に還しますとい

うんだがすでにダメージくらっていて、今は

縄文時代の状態に近づいている。 Bridge

Studioに戻って12時まで1時間話し合いま

す。

庭を作るにはヒアリングが重要、どう体験

したい、人が見るし、手入れも必要だし、建

築との境界に、デザインする。家なのに山、

自然の条件を再現するような面もあるし、家

に住んでいる人の事情も数十年先にどうなる

かを検討する必要がある。

例えば屋根が建築家の責任であれば、そこ

から庭に落ちてくる雨、水、それがどう排水

されるかが境界で庭師の責任でもある。

土のph、バクテリアのマッピング。

時間の感覚を失わせる庭ができるか？とい

う話も聞きました。

熱帯雨林の人の時間軸が違うという説。遠

近感覚がないと。人類学らしい話になってい

ます。しかし感覚がないというよりはないと

思われるほど我らの感覚と違うかと。

時間の感覚のセオリーを庭で表すのは興味

深いです。 (Emile St. Pierre) 

＊ ＊ ＊ 

く空き地の様子＞

北アメリカ原産の荒地の植物が多い

ジルクレマン（動いている庭）が第三風景

とよんだ

白川も昔は暴れ川だった

大文字から流れてくる川は氾濫ぎみだった

銀閣寺にむけて道が下がっている

＜浄士寺あたりの都城のこと＞

大文字山ーニ億年前の海底火山が隆起して

できた山

フォルンヘルスは日本列島に押し寄せて隆

起されたプレートニクスが熱によって変性し

たもの
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山の尾根筋は硬く、フォルンヘルスになって

いる。

この地質のt好調外して雨に崩れにくいが、一

方で花梅岩は水捌けがいいが山崩れしやすいと

いう特徴を持つ

花岡岩が小さくなってできた真砂士は水捌け

が良すぎて田んぼには向いていない

山から削り取られた花閥岩でこのあたりの川

は白い一白川の所以か

く弱性・植物の進化＞

酸性の環境を好む植物が生える

松があると弱酸性の環境が広がる

山の現境は斜面がある

斜面でミネラルが流れて弱酸性になる

シイ、赤松は外生菌根が山中に広がると情報

や栄養をやり取りする

外生菌根が無機物を栄養価化している

植物の進化を考えると、コケ・シダからきの

こ、樹木ができた

シダになるとセルロースやリグニンが構成体

をつくる

リグニンは構造体が複雑すぎて誰も食べれな

かった

その当時酸素35%（今は21パー戦）

そこに登場したのがキノコ

キノコやバクテリアは進化が早い

酸素が余剰な時代が続いてキノコが進化した

シダから裸子植物（松とか）がでてくる

死体を分解してできたのが草ができた（草は

最先端）

く大文字山＞

平安～江戸はマツが多い

今は鹿が多くて下草がなく、白砂が崩れやす

いので次世代の樹木が育っていない

松林は線虫がいて山には戻せない

細かく谷が崩れるので水がいろんな方向に流

れている

鹿はコンクリートに覆われたことでバッファ

ゾーンを失った

林縁部は光が多様なので植物も多様

山ぐずれなど起こった時にコンクリートで

固める、という事例はよく起こる

大文字山は今は極叢林になっている

その意味では縄文時代に近づいて行ってる

が、すでに色々な樹種が欠けている

それは、鹿の被害によるもの、温暖化によ

るもの、鹿に食べられるものもあり、理由は

様々

清水寺の山は寺に守られてた

山科の人たちに取られてた

く死と再生の死と生成の象徴＞

山極の谷過ぎに死体を埋めてた

酸性なので骨まで溶ける

酸性なので焼物にいい

寺が山を背負っている

山は命が再生する場所

五山送り火 （高室幸子）

＊ ＊ ＊ 

入ってくる情報量が多過ぎて理解が追いつ

かずちゃんと書けないのですがとても刺激的

で楽しい時間をすこせました。

これまでそれほど興味がなかったのですが

庭を切り口にしていろんな視点から深くて広

い世界があることを感じました。

樹木と菌類の関係。草本類との競合。さら

にその背後の地質学的時間の流れ。そしてそ

の上に築かれる人の営み。人間はというか私

は、とりあえず微気象というスケールで自然

を庭という形で理解しますが、その背後にあ

る壮大なドラマがあっていまたまたま、ここ

にこのような形でにわがある、という視点を

頂いたように思います。

それも、実際に普段から現場で自分の体を

使いながら出てくる言葉に接することができ

て、言葉の重みを感じました。

最近の科学ではある種の鳥たちに言葉があ

ることがわかってきています。

またある種のアリは互いにことばを交わし

ているらしいとも。
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今日いただいたいろんなお話を私なりに解

釈すると、言語とは言えないようなレベル

で、異種の存在も交流といっていいか相互作

用といっていいか、そのあたりの境界の曖昧

な名付けようないものがあるのではとも思い

ました。

微気象で心地よく感じる共通感覚は私、近

くの他人、ネコ、その他。みんな同じ。互い

に共感したり。しなかたり。そこから言語が

生まれるのはほんの少しジャンフ゜するだけ。

だから人も、本当はおおきな共感ネット

ワークの中に生きていて、庭というのはその

共感が得られる最前線基地なのでは、と妄想

していました。 （松本直也

麗
（飯田祐太郎）

＊ ＊ ＊ 

未来のキノコ菌

シダ植物は昔分解されずにどんどん堆積し

ていったそうだ。

その堆積したものがやがて石炭となったら

しい。

古生代石炭紀末期頃キノコの白色腐朽菌が

リグニンを分解するという能力を獲得する。

以降シダ植物は分解されるようになった。

キノコ菌の進化は早く、現代ではプラス

チックを分解する菌も見つかっているらし

い。 （河本順子）

＊ ＊ ＊ 
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植彊加藤造園の鷲田さん・太田さんに講師

に来ていただいて、 BridgeStudioの庭の手入

れを兼ねた庭の観察とエコロジー・ウォーク

を実施した。

午前中は、 BridgeStudioとその庭のコンテ

クストである白川周辺の地形と生態をフィー

ルドワークし、午後はBridgeStudioの庭につ

いて、加藤造園のお二人の話を聞きながら、

観察会をし、その後は参加者全員で庭の手入

れ作業。加藤造園のお二人がフ゜口の仕事をす

る傍らで瓦礫片付けや庭の整理を行なった。

全体の中で最も印象的だったのは、午前中

のツアー。太田さんと鷲田さんから、 2億年

前の地質（今の岩石層）の形成から始まる白

川周辺の地形と植生についての壮大なお話が

伺えた。

大文字山は2億年前に海底に沈澱した堆積

物がプレートの動きで隆起したもので、その

前後にマグマによって表面がいわば焼き入れ

されて非常に硬い層が形成されている。一

方、その下側は非常に脆い沈殿物が固まった

岩石層になっており、頻繁に崩壊してきた。

この下の層は白い色をしていてそれが崩れて

できたのが白川の語源となった白砂。

水をよく通すので、このあたりは非常に水

捌けがよく、ほとんどの場所は水田ではなく

て畑地として使われていた。

また非常に崩れやすく、大文字山と比叡山

の間の谷はもともと同じ高さまであった地形

が、崩れて窪地になってしまったほど。この

ように崩れやすい地形のため、白川周辺でも

かつては頻繁に士砂崩れがあった。崩れた土

砂で河道が埋まり、洪水が頻繁に発生してき

た。

このこともあってか、白川周辺は非常に複

雑な地形になっている。一方で、北から南に

傾斜があり、そこを白川が南に向かって流れ

ている。他方で、現在の疏水のあたりは西か

ら東へと緩やかな傾斜になっており、そこを

疏水が流れている。このように水が十字で交

差するような地点は非常に珍しい。

10 

その後、疏水沿いを歩きながら、太田さん

からバクテリアの多様性という観点から草地

と山の違いについての説明を伺った。

もともと植物が地上に進出してきたのは石

炭紀という化石年代で、その時はシダ植物が

地上で栄えていた。植物は自分の体を支える

ために構造体となる非常に長い分子構造を持

つセルロースやリグニンという物質をを作り

出したていたが、当時はそれを分解できる生

物（微生物）は地上には存在していなかっ

た。そのため、枯れたシダ植物はそのまま地

上に堆積し続け、地上波シダの死骸だらけの

状態だった。この時代の植物の遺骸がそのま

ま化石化したのが石炭。

こうした状況の中でリグニンを分解するこ

とができる菌類（キノコ類）が進化してき

て、革命的な変化が起こった。リグニンが分

解されるようになると土の中には様々なバク

テリアが住むようになってきてだんだんその

数は増えていった。こうした状況の中で、裸

子植物、被子植物、そして草が順番に進化し

てきた。最初に進化した植物ほど、バクテリ

アが少ない土壌に適応していたため、バクテ

リアが豊富な土地では生育しにくい。

特に現在の平地では水の流れが緩慢なため

落ち葉等が分解されてできたアルカリ性と士

壌の酸性が中和されたPh7程度の中性の士壌

になっている。こうした士壌では非常に多く

のバクテリアが生息するため非常にバクテリ

アの多様性が高い。こうした士壌は実は多く

の木は苦手としている。上記のようにバクテ

リアが少ない環境で進化したため。一方、後

から進化した草はこうした環境に適応してお

り、平地を得意にしている。

山地は、傾斜があるので落ち葉等のアルカ

リ性の物質が雨で流されて、基本的に酸性の

士壌になっている。こうした士壌では生息で

きるバクテリアが相対的に少ないので、裸子

植物やその他の木のように、バクテリアが少

ない環境下で進化した植物が繁栄することが

できる。



，，， 

、今



��������	
��
������

������������������


 !���"�#�����

��$%�

$&

'()*+"!$���,-./012$

3�456,-�78"�9:;<�=<�

>!�?�@A���B�3C0�DE�F

��.��GG�H�IJK�.�LMN

%6#LO�PQ�RS<�T������

3�45KUMN��	���!����6

3C0�FV
SWP
$X3�YZJ.�

���DE�[\+"!$6]^_`abc

de

�N
$��"���P��P���L�

���	
�
���P���6�.��P

���
�����T���������8

�!$����L����	���
���

�P���6���
�����P�DE�

��&

������

����3P��� !�"�"#$�%

LG.�&�8.'(�)*
+�$6��

��"#$"�,-.�/016"#$23

��.�45�"�86L�7897:;:�

<VP"�8
#�=>P?!

=@��

�A���$��,-.�_����L�P

BC�D4�E
�45�F�!�
$6,

-.�_�;�#���G�H�P45�I

����F�8�JK
L�L�!�
$6

,-.�MNO����28�PQ��4R

O�ST�U"VV�5$&

,-..���G.WX��	�YZVP

��1�ST��5��[L8�P!��#

\\�#��]^)*
_!$&

����`

�abc�	d�MN��efg�$2�

WX.�DE�hi���jk�H8l@!

���5�6m�Oc<��efg..
$

�B���.�n�co�p�q.rs��

tG!�.
$u��vBw��!���6

��.�xy�z�V5L���.{��

�!���&

WX.�|}O���MN����~�


��
$hi�B���
|}O�%!�


$6��hi����B��'�hi���

������6����[L8.��N
$

���hi�"��2����T�6%��

���(��MN�|}a�
�����-

����P���T�%0.��o���;

:��LB��hi�
�"
$�[L8�

%�5�
$�"�ML�"���6���

���.������
�����.���

O��@B
�@MN�	.w�
�B[L

8

���6��$2�8��;:.��

�5�
GN�P�T�&

��B��hi�
�G�$�[L8
�

�VV��P
I�
���6

�����

���


��/G."�8�	
�P

���
���
�V���������

P��"�"������

�
$�?�

�������6��4���abc��	

P���
�J�
�����RH5

�

�L �Bq�!�"#$���>�
%V

$�X&�'()��*��
�+?.
$

^,`-

こうした観点から見ると、草と木は全く異

なる世界を生きていると言える。庭でも木と

草が同居する場合があるが、その場合は隣り

合った場所に全く異なる世界が併存している

ことになる。この点を理解することが非常に

重要。

大体、疏水と白川の交差点から銀閣寺に行

くまでの道のりで上記のお話を聞いた。その

後、銀閣寺から法然院の方角へ。銀閣寺周辺

はすでに気温がかなり高く、 32~3度程度の

暑さとかなりきつい感想と日差しを感じなが

ら歩いていたが、法然院の森が見えてくると

途端に湿気が増して気温が下がってきた。法

然院の森の縁について木陰に入ると気温は目

に見えて下がり、過こ1しやすくなってきた。

法然院の極相的な植生が周りに及ぼす微気候

的な影響に驚かさせられた。

法然院では、木陰で京都の地形の複雑さと

植生への影響、それが庭づくりにとってもっ

意味について再びお話を伺った。

大文字山の形成のような地殻変動のため、

京都では非常に多様な地質条件が入り混じっ

て見られる。例えば山側は地殻変動でできた

白土の地質で、特に山際は海の中で堆積物が

固まってできた酸性の粘士層になっている。

そこでは死骸が分解されやすいので墓地に

なっている。

京都では歴史的にこのような地質の違いを

利用した多様な土地利用を歴史的に行ってき

た。この多様な地質・土壌の上に多様な植物

が生えている。本来は庭づくりでもこうした

地質の多様性から始める必要がある。だが、

「作庭記」のような歴史文書を見ても「自然

に倣え」と書いてあるだけで、実際にどの程

度地質や土壌の多様性を生かした庭づくりが

行われてきたのかはよくわからない。現在の

造園業では、どこに木を植える場合でも基本

的に同じ士を同じような形で層化して土づく

りをしている。そのため、 20年程度で木が

枯れてしまうこともある。

この土壌の多様性を踏まえた庭づくりを復

活させることを目指している。
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午後は、庭の微地形を説明してもらいなが

ら、そこに生えている植物がどんな性質を

持っているかについての説明をしていただい

た。

一番印象深かったのは、屋根で受け止めた

水の流れ。屋根の減りから概ね縁側の外側に

沿って雨が落ちるが、土の水捌けが非常に良

いのでそのまま地面に染み込んでいくよう

だ。つくばいと池が手前側にあるが、そこに

水が流れ込むような地形にはなっていない。

水捌けの良さを前提とした排水の仕組みで、

そこが非常に興味深かった。 （森田敦郎）

■編集後記
朝早起きをして夕方までかなりの情報量と

体力の消費、そしてさらにこの冊子の編集

と、なかなかのエネルギーを消費した本日の

ワークショップ。白川流域・大文字山の地形

と生態系を読み解きながら庭に手入れをし、

風や光、土中のバクテリアなどに想いを馳せ

た、都市エコロジー観測所らしい1日でした

（杉田）


